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令和５年度 熊本県立農業大学校　新規就農支援研修生募集

農薬の空容器は適正に処理しましょう

　令和5年度の社会人向け農業研修コースの受講者を募集します。就農に必要な栽培技術や経営のノウハウを
基礎から学べる二つのコースを準備しています。
１�研修コース詳細

研修コース 研修期間 募集人数 申込期間 研修内容

【プロ経営者コース】
就農予定時の年齢が
原則50歳未満で、本
格的な農業経営を目
指す方

週5日（月～金）
令和5年4月～
令和6年3月

10名程度 前期
令和4年9月5日（月）
～10月28日（金）

後期
令和5年1月5日（木）
～1月27日（金）

※�後期は前期募集
の残枠分を募集

・�就農予定品目（野菜）を実際に生
産、出荷する模擬経営
・�暖房機等を備えたハウスと露地
ほ場実習
・�新規就農者育成総合対策（就農準
備資金）を申請可能

【実践農業コース】
就農予定時の年齢が
原則65歳未満で、農
産物販売で所得の確
保を目指す方

週3日（月水金）
令和5年4月～
12月

40名程度

・�クラス毎の共同管理により、野菜
などの栽培に必要な基礎知識や
技術を習得
・�収穫した野菜等は農大マルシェ
で販売し、消費者との交流や販売
体験を実施。

２�受講料等
　無料　※ただし一部実費負担有

※�詳しくは、熊本県立農業大学校研修部までお問合せください。
　　住所：熊本県合志市栄3805番地
　　電話：096-248-6600　FAX：096-248-4432

　農産物を生産・出荷する人が使用した農薬空容器は、産業廃棄物であり、野焼きや不法投棄が法律

で禁止されています。これら空容器の処分については、排出者である農業者が適切に処理するか、専

門の廃棄物処理業者に処分を委託することが法律で義務付けられています。農薬空容器の処分にあ

たっては、容器内に残った農薬も適切に処分する必要があります。

　詳しくは、購入店、県農業技術課（０９６−３３３−２３８１）にお尋ね下さい。
熊本　農大 検索

→

くまもとゼロカーボン行動（実践編 その４）

　熊本県では、地球温暖化のリスクを減らし、持続可能な未来を実現していくため、将来の目指すべき

姿として「２０５０年県内ＣＯ₂排出実質ゼロ（ゼロカーボン）」に向けた取組みを進めています。

　先月に引き続き「くまもとゼロカーボン行動　実践編」と題して、家庭でできる活動を紹介します。

◆ふんわりアクセル「ｅスタート」で燃費を向上しましょう

　～最初の５秒間で２０ｋｍ／ｈに達するくらいの優しいアクセルで１０％程度の燃費改善～

　�　１年間で１０，０００ｋｍ（１日約３０ｋｍ）走行する人が、車を発進させるとき、最初の５秒間で

２０ｋｍ／ｈに達するくらいの優しいアクセル（ふんわりアクセル「ｅスタート」）を実践すると、ガ

ソリン約８４リットル（車で約１，６００キロメートル走行）の使用が減り、その分のＣＯ₂を削減で

きます。

　　（年間　約１９４．０キログラムのＣＯ₂を削減）

　　ガソリン代も１年間で約１３，０００円の節約できます。

◆アイドリングストップを心がけましょう

　～特に駐車場でのアイドリングはやめましょう～

　�　平日に毎日１０分間行っているアイドリングをやめると１年間ではガソリン約３２リットル（車

で約６１０キロメートル走行）の使用が減り、その分のＣＯ₂を削減できます。

　　（年間　約７４．０キログラムのＣＯ₂を削減）

　　ガソリン代も１年間で約５，０００円節約できます。

※注意　 上記のＣＯ₂削減量や節約金額等は、あくまでも目安になります。実際の効果やメリットは、

各家庭の使用状況や時期によって大きく異なりますので、ご了承ください。

〔活動に関する詳細・お問合せ〕　税務住民課�環境対策係　☎５７−８５７９


